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農
林
水
産
省
が
実
施
す

る
ア
セ
ア
ン
諸
国
の
大
学

と
連
携
し
た
人
材
育
成
事

業
は
、

2
0
1
4年

10月

1日
か
ら

2
1
0
7年

9

月

30日
ま
で
で

3年
間
の

第

1フ
ェ
ー
ズ
を
終
え

る
。
農
水
省
は
、
引
き
続

き
翌

3年
間
を
第

2フ
ェ

ー
ズ
と
捉
え
、
ア
セ
ア
ン

各
国
と
さ
ら
な
る
連
携
を

深
め
る
と
と
も
に
、
予
算

要
求
を
す
る
構
え
だ
。

　
農
水
省
に
よ
れ
ば
、
同

事
業
の
主
目
的
は
、
ア
セ

ア
ン
諸
国
で
、
教
育
水
準

が
高
い
主
要
大
学
の
中
に

寄
附
講
座
を
設
置
し
、
日

本
か
ら
民
間
企
業
の
専
門

家
派
遣
に
よ
り
種
苗
か
ら

食
品
加
工
、
流
通
、
消
費

に
い
た
る
分
野
の
実
践
的

な
知
識
・
技
術
に
関
す
る

講
義
の
提
供
を
通
じ
て
、

ア
セ
ア
ン
諸
国
に
進
出
・

展
開
を
図
る
企
業
の
事
業

展
開
の
担
い
手
候
補
を
育

成
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
第

1フ
ェ

ー
ズ
で
は
、
①
タ
イ
・
カ

セ
サ
ー
ト
大
学
②
マ
レ
ー

シ
ア
・
プ
ト
ラ
マ
レ
ー
シ

ア
大
学
③
ミ
ャ
ン
マ
ー
・

イ
エ
ジ
ン
農
業
大
学
④
ベ

ト
ナ
ム
・
ベ
ト
ナ
ム
国
立

農
業
大
学
⑤
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
・
ボ
ゴ
ー
ル
農
科
大
学

⑥
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
国
立
大
学
⑦
フ

ィ
リ
ピ
ン
・
ビ
サ
ヤ
ス
州

立
大
学
⑧
ブ
ル
ネ
イ
・
ブ

ル
ネ
イ
ダ
ル
サ
ラ
ー
ム
大

学
―
―
の

8ヵ
国

8大
学

で
順
次
寄
付
講
座
が
開
講

さ
れ
、

6月
に
は

9ヵ
国

9大
学
目
と
し
て
カ
ン
ボ

ジ
ア
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
立

農
業
大
学
で
も
開
講
。
残

す
は
ラ
オ
ス
・
ラ
オ
ス
国

立
大
学
と
な
る
。

　
第

2フ
ェ
ー
ズ
で
は
、

2
0
1
7年

か
ら

2
0
2

0年
ま
で
寄
付
講
座
か
ら

よ
り
踏
み
込
み
、
ア
セ
ア

ン
主
要
大
学
の
中
に
専
門

ゼ
ミ
の
設
置
、
ま
た
は
既

存
研
究
室
と
の
連
携
を
強

め
、
よ
り
実
践
的
な
学
習

と
研
究
活
動
を
支
援
す
る

予
定
だ
。

　
具
体
的
に
は
ア
セ
ア
ン

3ヵ
国
以
上
で
実
施
予
定

で
、
さ
ら
な
る
人
材
育
成

体
制
強
化
を
図
る
。
ゼ
ミ

や
研
究
室
を
起
点
に
、
日

本
食
産
業
の
さ
ま
ざ
ま
な

知
識
と
技
術
を
伝
え
る
こ

と
で
、
ア
セ
ア
ン
各
国
で

の
農
産
物
の
付
加
価
値
向

上
と
農
民
の
所
得
向
上
、

ま
た
食
品
ロ
ス
削
減
な
ど

も
念
頭
に
置
く
。

　
講
師
と
し
て
参
加
す
る

日
本
企
業
に
は
、
同
事
業

に
参
加
す
る
こ
と
で
現
地

企
業
や
大
学
と
の
連
携
づ

く
り
は
も
と
よ
り
、
現
地

の
優
秀
な
人
材
獲
得
が
さ

ら
に
期
待
さ
れ
る
。

　
外
務
省
に
よ
れ
ば
、

ブ
ル
ネ
イ
の
面
積
は

5

7
6
5

で
、
三
重
県

と
ほ
ぼ
同
じ
面
積
を
持

ち
、
首
都
は
バ
ン
ダ
ル

ス
リ
ブ
ガ
ワ

ン
。

　
人
口
は

41・

7万
人
に
上

り
、
民
族
構
成

は
マ
レ
ー
系

66

％
、
中
華
系

10

％
、
そ
の
他
が

24％
を
占
め
、
宗
教
は

イ
ス
ラ
ム
教
（
国
教
）

78・

8％
、
仏
教

8・

7％
、
キ
リ
ス
ト
教

7

・

8％
、
そ
の
他

4・

7％
と
イ
ス
ラ
ム
教
徒

が
多
い
。

　
公
用
語
は
マ
レ
ー
語

だ
が
英
語
も
広
く
通
用

し
、
華
人
の
間
で
は
中

国
語
も
用
い
ら
れ
る
。

　
主
要
産
業
は
石
油
、

天
然
ガ
ス
で
あ
り
、
名

目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は

1
2
7億

米
㌦
、

1人
当
た
り
の

名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は

3万

0

4
3
7米

㌦
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ

の

6割
以
上
を
石
油
、

天
然
ガ
ス
部
門
が
占
め

る
。

　
経
済
の
現
状

は
、
原
油
価
格
が

下
落
し
た

2
0
1

5年
以
降
、
ブ
ル

ネ
イ
政
府
予
算
も

縮
小
傾
向
に
あ

り
、
現
在
は
エ
ネ

ル
ギ
ー
資
源
か
ら

の
依
存
脱
却
に
向
け
、

経
済
の
多
様
化
を
目
指

し
て
い
る
。
農
業
、
食

品
産
業
も
力
を
入
れ
て

い
る
産
業
の
一
つ
だ
。

　
ア
セ
ア
ン
諸
国
の
大
学

と
連
携
し
た
人
材
育
成
事

業
（
同
事
業
）
を
き
っ
か

け
に
、
ア
セ
ア
ン
各
大
学

が
主
催
す
る

学
内
就
職
フ

ェ
ア
に
寄
付

講
座
講
師
を

務
め
る
日
本

企
業
が
参
加

す
る
な
ど
の

連
携
が
進

み
、
同
事
業

開
始
以
降
、
日
本
企
業
に

よ
る
ア
セ
ア
ン
学
生
の
現

地
採
用
、
ま
た
来
日
を
含

む
グ
ロ
ー
バ
ル
採
用
が

20

人
を
超
す
勢
い
だ
。

　

2月

22、

23日
に
行
わ

れ
た
タ
イ
・
カ
セ
サ
ー
ト

大
学
の
学
内
就
職
フ
ェ
ア

に
参
加
し
た
寄
付
講
座
講

師
企
業
の

1社
で
あ
る
ヤ

マ
ト
運
輸
は
、

2日
間
で

約

3
0
0
0人

が
来
場
す

る
中
、
数
多
く
の
エ
ン
ト

リ
ー
を
得
た
。

　

4月

26、

27日
に
は
マ

レ
ー
シ
ア
・
プ
ト
ラ
マ
レ

ー
シ
ア
大
学
で
も
学
内
就

職
フ
ェ
ア
が
開
か
れ
、
約

3
2
0
0人

が
来
場
。
フ

ェ
ア
に
参
加
し
た
寄
付
講

座
講
師
企
業
の
吉
野
家
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
現
地

法
人
で
は
採
用
が
決
ま
る

な
ど
、
今
後
さ
ら
な
る
採

用
へ
の
期
待
も
膨
ら
む
。

　
採
用
に
関
す
る
動
き

は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
食
産
業

人
材
育
成
協
会
（
ア
フ
＝

ａ
ｆ
ｈ
）が
中
心
と
な
り
、

寄
付
講
座
が
開
講
さ
れ
る

大
学
と
連
携
し
て
実
施
し

て
い
る
。

　
ａ
ｆ
ｈ
は
、
同
事
業
を

民
間
側
か
ら
サ
ポ
ー
ト
す

る
た
め
に

2
0
1
6年

10
月
に
一
般
社
団
法
人
と
し

て
立
ち
上
げ
ら
れ
た
組

織
。
同
事
業
に
賛
同
す
る

企
業
が
会
員
と
な
り
、
特

に
採
用
活
動
に
注
力
を
置

き
な
が
ら
、
寄
付
講
座
に

企
業
を
派
遣
す
る
な
ど
の

活
動
を
行
う
。

　
2
0
1
7年

4月

10日
か
ら

3日
間
、

ブ
ル
ネ
イ
ダ
ル
サ
ラ
ー
ム
大
学
で
農
林
水

産
省
が
実
施
す
る
ア
セ
ア
ン
諸
国
の
大
学

と
連
携
し
た
人
材
育
成
事
業
、
日
・
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
食
産
業
人
材
育
成
官
民
共
同
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
行
わ
れ
た
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、
ア
セ
ア
ン

10ヵ
国
で
開
催
さ
れ
る

予
定
に
な
っ
て
い
る
。
今
年
で

3期
目
を

迎
え
、
ブ
ル
ネ
イ
が

8ヵ
国
目
の
実
施
国

と
な
っ
た
。

　
開
講
式
に
は
、
ブ
ル
ネ
イ
政
府
、
ブ
ル

ネ
イ
ダ
ル
サ
ラ
ー
ム
大
学
、
ブ
ル
ネ
イ
民

間
企
業
、
在
ブ
ル
ネ
イ
日
本
国
大
使
館
、

農
林
水
産
省
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
事
務
局
、
日

本
食
品
企
業
な
ど
か
ら
多
く
の
ゲ
ス
ト
が

参
加
し
た
。

　
開
講
式
の
後
、
日
本
の
ゲ
ス
ト

に
よ
る
フ
ー
ド
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー

ン
に
関
連
す
る
セ
ミ
ナ
ー
が
開
か

れ
、
日
本
企
業
の
専
門
家
と
ブ
ル

ネ
イ
の
各
参
加
者
で
知
識
・
技
術
、

経
験
の
共
有
が
図
ら
れ
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
の
講
師
を
務
め
た
の

は
、
農
林
水
産
省
、
イ
オ
ン
、
松
谷
化
学

工
業
、
香
川
大
学
、
前
川
製
作
所
、
栗
山

米
菓
、吉
野
家
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
、日
本

有
機
資
源
協
会
（
開
催
順
）
。
ブ
ル
ネ
イ

か
ら
は
、
ブ
ル
ネ
イ
宗
教
省
が
ハ
ラ
ー
ル

食
品
の
認
証
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
行
っ

た
。

　
開
会
式
会
場
横
で
は
、
ブ
ル
ネ
イ
版
一

品
一
村
運
動
で
商
品
化
さ
れ
た
特
産
品
な

ど
も
展
示
さ
れ
、
ブ
ル
ネ
イ
の
民
間
企
業

10社
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
産
品
を
紹
介
。

日
本
ブ
ル
ネ
イ
両
国
の
食
品
に
関
す
る
交

流
が
深
め
ら
れ
た
。
　
（
阿
久
津
裕
史
）

　ブルネイダルサラーム大学の理学部長アビー・タン・チー・ホァン教

授と農林水産省食料産業局の丸山雅章審議官は、4月10日ブルネイ・ダ

ルサラーム大学で行われた開講式に出席、以下のようにあいさつした。

　
日
本
代
表
団
の
皆
さ
ま

を
ブ
ル
ネ
イ
で
歓
迎
で
き

る
こ
と
、
喜
ば
し
く
思
い

ま
す
。
ま
た
、
ブ
ル
ネ
イ

ダ
ル
サ
ラ
ー
ム
大
学
で
寄

付
講
座
を
開
催
で
き
る
こ

と
は
誠
に
名
誉
で
あ
り
、

光
栄
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
び
は
、
日
本
の

食
品
産
業
と
フ
ー
ド
バ
リ

ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
に
沿
っ
て

幅
広
く
、
そ
し
て
興
味
深

い
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
講

義
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。

　
私
た
ち
は
、
こ
の
機
会

を
通
じ
、
食
品
業
界
の
技

術
に
関
す
る
実
践
的
か
つ

高
度
な
知
識
を
一
層
身
に

つ
け
ら
れ
る
こ
と
を
確
信

し
て
い
ま
す
。

　
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
事
務
局
な

ら
び
に
日
本
農
林
水
産

省
、
ブ
ル
ネ
イ
政
府
、
ブ

ル
ネ
イ
ダ
ル
サ
ラ
ー
ム
大

学
が
連
携
・
協
力
し
て
行

わ
れ
て
い
る
同
事
業
が
、

食
品
業
界
で
将
来
の
さ
ら

な
る
連
携
に
向
け
た
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
提
供
す

る
こ
と
を
期
待
し
、
組
織

委
員
会
を
代
表
し
て
本
日

セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
い

る
皆
さ
ま
に
感
謝
の
意
を

表
し
ま
す
。

　
今
年

10月
、
ブ
ル
ネ
イ

国
王
陛
下
在
位

50周
年
の

節
目
の
年
に
、
寄
付
講
座

を
開
催
で
き
る
こ
と
を
う

れ
し
く
思
い
ま
す
。

　
ブ
ル
ネ
イ
は
天
然
資
源

が
豊
富
で
経
済
水
準
も
高

く
安
定
し
て
い
ま
す
が
、

限
ら
れ
た
農
地
や
食
品
を

海
外
輸
入
に
頼
り
、
農
業

・
食
料
分
野
で
は
非
常
に

日
本
と
似
た
立
場
に
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　
ブ
ル
ネ
イ
の
発
展
を
持

続
性
あ
る
も
の
に
す
る
た

め
に
も
、
農
業
と
工
業
を

バ
ラ
ン
ス
よ
く
発
展
さ

せ
、
環
境
と
文
化
に
配
慮

す
べ
き
で
、
今
回
の
参
加

学
生
に
は
大
き
く
期
待
を

し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
が
大
学
で
勉
強

さ
れ
、
ま
た
、
現
実
に
社

会
に
出
て
中
心
的
な
役
割

を
果
た
し
て
い
く
。

10年

後
、

15年
後
を
担
う
の
は

皆
さ
ん
で
あ
り
ま
す
。
ぜ

ひ
今
回
の
機
会
を
う
ま
く

活
用
し
、
最
新
の
情
報
を

吸
収
し
て
下
さ
い
。

　
皆
さ
ん
の
学
業
に
お
け

る
成
功
を
祈
念
し
て
、
私

の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

ブ
ル
ネ
イ
資
源
観
光
庁
ワ
デ
ィ
・
ビ
ン
・
ハ
ジ
・
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
リ
副
次
官
、駐
ブ
ル
ネ
イ

伊
岐
典
子
日
本
国
大
使
を
中
心
に
高
官
ら

日日・・ＡＡＳＳＥＥＡＡＮＮ食食産産業業人人材材育育成成官官民民共共同同ププロロジジェェククトト報報告告
33期

目
迎

え
ブ

ル
ネ

イ
で

講
座

開
始

ブルネイ国

ブルネイ開講式あいさつ

ア
セ
ア
ン
各
大
学
で
は
学
校
主
催
の

合
同
就
職
説
明
会
、カ
レ
ッ
ジ
リ
ク

ル
ー
テ
ィ
ン
グ
が
非
常
に
盛
ん
だ

ア
セ
ア
ン
人
材
採
用
進
む

日
本

企
業
学
内
就
職
フ
ェ
ア
参
加

さ
ら
な
る
連
携
に
向
け
て

ア
ビ
ー
・
タ
ン
・
チ
ー
・
ホ
ァ
ン
教
授

ブ
ル

ネ
イ

ダ
ル

サ
ラ

ー
ム

大
学

理
学

部
長

参
加
学
生
に
大
き
な
期
待

丸
山
雅
章
審
議
官

農
林

水
産

省
食

料
産

業
局

第

2フ
ェ
ー
ズ
へ
連
携
深
ま
る

ブルネイ国旗

【臨時増刊】


